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「最後の⼀⽂」について
変えるか、変えないか

「宣⾔案の出し⽅」について
議会を通すか、通さないか

→通さない

前回の
議題



宣⾔案

変える

最後の
⼀⽂ • 違和感がある。唐突である

• でも⾔い切った⽅が良い
• 「⼆度と戦争をしたくない」
という気持ちをどう伝えるか

• 「望みます」「希求します」

変えない

• 違和感があるから⼼に残る
• だからあえて残す
• 「私たちは」を⼊れる
• 「平和な世界／社会を望み」
を⼊れる



変えない︓そのまま

３つの案
を

出します

変えない︓が、修正もする
「平和な世界を望み、再び戦争をしません」

変える︓が、修正もする
「戦争のない、平和な世界を希求します」

⾏政に頼らない、市⺠にも頼らないできた
あと

どうする
「使う」ために「知る」

ただし、「知る」は⼗分条件ではない

「⼝」を使う
⾷べる、飲む、話す

「⼿」を使う
作る、紡ぐ

「⾜」を使う
訪ねる

「場」を作る
読み聞かせ、語り

「⼈」を作る
平和を求める
⼈づくり

「⽂化」を作る
読み聞かせ、語り



メモ


